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表１ 県西総合病院診療実績の推移 表 2 県西総合病院医療従事者の状況

項目

年度

許　可
病床数

稼　働
病床数

入院患者数 
（１日平均）

外来患者数 
（日平均）

病床利用率（％） 項目

年度
総数 医師

医　療 
技術員

看護
師

準看 
護師

事務 
職員

その他
許可病床 稼動病床

H18 303 283 205.0 421.6 67.7 72.4 H18 314 29 41 146 20 48 30 

H19 303 264 162.6 389.3 53.7 61.6 H19 298 23 39 140 17 46 33 

H20 303 192 121.7 343.2 40.2 63.4 H20 287 20 38 139 15 46 29 

H21 299 167 129.2 342.2 43.2 77.4 H21 249 19 35 116 16 35 28 

H22 299 167 127.8 331.7 42.7 76.5 H22 247 18 34 119 13 36 27 

H23 299 167 123.1 322.5 41.2 73.7 H23 251 20 36 120 10 37 28 

H24 299 167 121.4 317.6 40.6 72.7 H24 245 18 38 117 9 35 28 

■
現
在
の
取
組
状
況

◆
地
域
医
療
再
生
計
画
事
業
の
延

長
に
つ
い
て

　

両
市
の
合
意
に
基
づ
き
、
茨
城

県
が
国
に
期
限
延
長
を
申
請
し
て

い
ま
し
た
が
、
12
月
26
日
付
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
桜
川
市
議
会
で
の
検
討
状
況

　

１
月
24
日
、
桜
川
市
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
新
中
核
病
院
建
設

に
係
る
筑
西
市
へ
の
負
担
金
９
０
０

万
円
と
、
『
県
西
総
合
病
院
存
続

に
関
す
る
決
議
』
が
出
席
議
員
の

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　

現
在
推
進
し
て
い
る
新
中
核
病

院
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

桜
川
市
お
よ
び
筑
西
市
の
地
域
の

医
療
を
取
り
巻
く
現
状
や
将
来
を

見
据
え
た
、
持
続
可
能
な
医
療
提

供
体
制
の
確
保
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

新
中
核
病
院
整
備
や
県
西
総
合

病
院
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
で
の
医
療
提
供
の
あ
り
方
、

病
院
経
営
、
医
師
招

し
ょ
う
へ
い

聘
、
市
の
財

政
負
担
、
市
民
の
代
表
で
あ
る
桜

川
市
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え
な
が

　

平
成
25
年
12
月
10
日
、
岩
瀬
中

央
公
民
館
で
、
桜
川
市
高
齢
者
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
調
印
式

お
よ
び
事
業
報
告
会
が
開
催
さ

れ
、
新
た
に
協
力
が
得
ら
れ
た
17

の
介
護
関
係
事
業
所
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
・
協
力
事
業

所
の
皆
様
と
協
力
し
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

■
年
間
活
動
状
況
の
報
告

　

年
間
の
活
動
状
況
は
、
協
力
事

業
所
な
ど
か
ら
、
新
聞
が
た
ま
っ

て
い
る
・
家
の
鍵
が
閉
ま
っ
て
い

る
な
ど
高
齢
者
の
異
変
に
関
す
る

ら
、
筑
西
市
、
茨
城
県
と
再
生
交

付
金
の
活
用
可
能
性
も
含
め
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
参
考
】
地
域
医
療
の
現
状

　

表
１
、
表
２
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
医
師
数
の
減
少
に
伴
い
、
受

け
入
れ
ら
れ
る
外
来
・
入
院
患
者

も
減
少
し
て
い
ま
す
。
患
者
数
の

減
少
は
医
療
収
益
の
減
収
に
つ
な

が
り
、
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
医
師
や
医
療

従
事
者
の
減
少
は
、
診
療
体
制
に

も
大
き
く
影
響
し
、
医
師
を
は
じ

め
医
療
従
事
者
の
負
担
増
に
な
る

と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　

全
国
的
な
問
題
と
し
て
、
医
師

数
が
減
少
し
た
原
因
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的
に
は
研
修
医
制

度
改
革
に
端
を
発
し
た
特
定
の
地

域
や
病
院
へ
の
偏
在
、
医
療
の
高

度
化
・
専
門
化
な
ど
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
数

の
減
少
に
よ
り
医
師
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
従
事
者
の
負
担
増
も
医

者
離
れ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

近
年
は
、
休
日
や
夜
間
の
安
易

な
受
診
に
よ
る
医
師
や
医
療
従
事

者
の
負
担
増
、
さ
ら
に
は
救
急
車

利
用
の
約
４
割（
筑
西
広
域
管
内
）

が
軽
症
患
者
で
あ
り
、
限
ら
れ
た

医
療
資
源
の
中
、
真
に
医
療
を
必

要
と
す
る
患
者
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
と
い
う
問
題
な
ど
も
あ
り
、

患
者
側
の
意
識
改
革
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

■�
問
合
先
／
企
画
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
２
）

新
中
核
病
院 

情
報

情
報
提
供
が
７
件
あ
り
、
市
で
速

や
か
に
訪
問
や
連
絡
・
調
整
を
行

い
安
否
確
認
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
署
か
ら
行
方
不
明

者
の
早
期
発
見
へ
の
協
力
依
頼
が

あ
り
、
市
か
ら
協
力
事
業
所
に
情

報
提
供
を
し
ま
し
た
。

　

夏
の
猛
暑
時
に
は
、
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て
啓
発
活
動
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
桜
川
市
認
知
症
介
護
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
の
皆
様
に
よ
る
認

知
症
の
方
へ
の
理
解
や
正
し
い
接

し
方
に
つ
い
て
、
寸
劇
を
交
え
た

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

■
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
所
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成

　

協
力
事
業
所
の
皆
様
に
は
、
事

業
所
の
出
入
口

や
社
用
車
な
ど

に
貼
付
し
て
活

用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
介
護
長
寿
課 

高
齢

福
祉
グ
ル
ー
プ
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６-

75-

３
１
５
８
直
通
、
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
代
表
）

桜
川
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

新
た
に
17
事
業
所
と
協
定
締
結
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